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新
設
分
割
設
立
組
合
は
、
組
合
員
資
本
の
変
動
額
が
、
当
該
新
設
分
割
設
立
組
合
の
設
立
時
の
出
資
金
の
額
を
超

え
る
と
き
は
、
そ
の
超
過
額
を
資
本
準
備
金
と
し
て
積
み
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

前
項
の
超
過
額
の
う
ち
、
新
設
分
割
に
よ
り
変
動
す
る
新
設
分
割
組
合
の
利
益
準
備
金
及
び
そ
の
他
利
益
剰
余
金

の
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、こ
れ
を
資
本
準
備
金
に
繰
り
入
れ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
新
設
分
割
に
よ
り
変
動
す
る
新
設
分
割
組
合
の
利
益
準
備
金
の
額
に
相
当
す
る
金
額

は
、
こ
れ
を
新
設
分
割
設
立
組
合
の
利
益
準
備
金
に
繰
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

前
項
の
場
合
の
新
設
分
割
組
合
に
お
け
る
新
設
分
割
に
際
し
て
の
利
益
準
備
金
及
び
そ
の
他
利
益
剰
余
金
の
額
の

変
更
に
関
し
て
は
、
法
第
五
十
一
条
の
規
定
そ
の
他
法
の
規
定
に
従
う
も
の
と
す
る
。

第
百
九
十
八
条
の
見
出
し
中
「
合
併
」
を
「
合
併
等
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

新
設
分
割
に
際
し
て
土
地
再
評
価
差
額
金
を
計
上
し
て
い
る
土
地
が
新
設
分
割
対
象
財
産
に
含
ま
れ
る
場
合
に

は
、
新
設
分
割
設
立
組
合
は
、
当
該
新
設
分
割
の
直
前
に
お
け
る
新
設
分
割
組
合
の
土
地
再
評
価
差
額
金
の
額
に
相

当
す
る
金
額
を
土
地
再
評
価
差
額
金
と
し
て
会
計
帳
簿
に
計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
百
一
条
の
見
出
し
中
「
第
三
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
三

条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
二

十
九
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
三
条
の
二
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
九
条
第
一
項
第
二

号
」
に
改
め
る
。

第
二
百
四
条
第
一
項
第
一
号
ニ

中
「
第
十
一
条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十
一
条
の
七
第
一
項
第
一

号
」
に
改
め
、
同
号
ニ

中
「
第
十
一
条
の
三
の
二
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
十
一
条
の
七
第
一
項
第
二
号
」
に
改

め
、
同
項
第
二
号
ホ

中
「
第
十
一
条
の
十
二
の
二
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十
一
条
の
三
十
第
一
項
第
一
号
」
に

改
め
、
同
号
ホ

中
「
第
十
一
条
の
十
二
の
二
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
十
一
条
の
三
十
第
一
項
第
二
号
」に
改
め
、

同
号
ヘ

中
「
第
十
一
条
の
八
各
号
」
を
「
第
十
一
条
の
十
八
各
号
」
に
改
め
る
。

第
四
章
第
十
節
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
節

解
散
、
合
併
、
新
設
分
割
及
び
清
算

（
組
合
の
解
散
の
届
出
）

第
二
百
八
条

組
合
は
、
法
第
六
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
届
出
書
に
解
散
を

決
議
し
た
総
会
の
議
事
録
及
び
解
散
の
登
記
に
係
る
登
記
事
項
証
明
書
を
添
付
し
て
行
政
庁
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
事
業
を
廃
止
し
て
い
な
い
旨
の
届
出
）

第
二
百
八
条
の
二

法
第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
の
届
出
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
届
出
」
と
い
う
。）は
、
書

面
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
書
面
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
組
合
の
代
表
理
事
又
は
代
理
人
が
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

当
該
組
合
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
並
び
に
代
表
理
事
の
氏
名
及
び
住
所

二

代
理
人
に
よ
っ
て
届
出
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
氏
名
及
び
住
所

三

ま
だ
事
業
を
廃
止
し
て
い
な
い
旨

四

届
出
の
年
月
日

３

代
理
人
に
よ
っ
て
届
出
を
す
る
に
は
、
第
一
項
の
書
面
に
そ
の
権
限
を
証
す
る
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

４

第
一
項
又
は
前
項
の
書
面
に
押
印
す
べ
き
組
合
の
代
表
理
事
の
印
鑑
は
、
組
合
等
登
記
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令

第
二
十
九
号
）
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
商
業
登
記
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
二
十
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
第
六
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
通
知
に
係
る
書
面
を
提
出
し
て
届
出
を
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
組
合
の
継
続
の
届
出
）

第
二
百
八
条
の
三

組
合
は
、
法
第
六
十
四
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
届
出
書

に
組
合
の
継
続
を
決
議
し
た
総
会
の
議
事
録
及
び
継
続
の
登
記
に
係
る
登
記
事
項
証
明
書
を
添
付
し
て
行
政
庁
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章
第
十
一
節
の
節
名
を
削
る
。

第
二
百
九
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
第
三
条
の
七
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
三
十
五
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、

同
号
ハ

及
び
ニ

中
「
に
お
け
る
」
の
下
に
「
財
産
目
録
又
は
」
を
加
え
、
同
号
ホ
中
「
第
四
十
九
条
第
二
項
第
三

号
」
を
「
第
四
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
第
三
条
の
七
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
三
十
五
条
第

一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ

中
「
に
お
け
る
」
の
下
に
「
財
産
目
録
又
は
」
を
加
え
、
同
号
ロ

中
「
最
終
の

事
業
年
度
」
を
「
最
終
事
業
年
度
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
が
法
第
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
し
た
貸
借

対
照
表
」
を
「
に
つ
き
次
に
掲
げ
る
組
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
事
項
」
に
改
め
、
同
号
ハ
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

非
出
資
組
合

法
第
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
し
た
財
産
目
録

出
資
組
合

法
第
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
し
た
貸
借
対
照
表

第
二
百
九
条
第
一
項
第
二
号
ニ

中
「
に
お
け
る
」
の
下
に
「
財
産
目
録
又
は
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
イ
中
「
第

三
条
の
七
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
三
十
五
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ

中
「
に
お
け
る
」
の
下
に
「
財

産
目
録
又
は
」
を
加
え
、
同
号
ハ
中
「
が
法
第
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
し
た
貸
借
対
照
表
」
を
「
に
つ

き
次
に
掲
げ
る
組
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
事
項
」
に
改
め
、
同
号
ハ
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

非
出
資
組
合

法
第
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
し
た
財
産
目
録

出
資
組
合

法
第
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
し
た
貸
借
対
照
表

第
二
百
九
条
第
一
項
第
三
号
ニ

中
「
に
お
け
る
」
の
下
に
「
財
産
目
録
又
は
」
を
加
え
、
同
号
ホ
中
「
第
四
十
九

条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
四
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
合
併
契
約
備
置
開
始
日
後
」
の
下
に
「
吸
収

合
併
が
効
力
を
生
じ
る
日
ま
で
の
間
に
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
新
設
分
割
組
合
の
事
前
開
示
事
項
）

第
二
百
九
条
の
二

法
第
七
十
条
の
三
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
六
十
五
条
の
三
第
一
項
に
規
定

す
る
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

法
第
七
十
条
の
三
第
二
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
定
め
の
相
当
性
に
関
す
る
事

項
二

新
設
分
割
組
合
に
つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

最
終
事
業
年
度
が
な
い
と
き
は
、
新
設
分
割
組
合
の
成
立
の
日
に
お
け
る
貸
借
対
照
表

ロ

最
終
事
業
年
度
の
末
日
（
最
終
事
業
年
度
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
新
設
分
割
組
合
の
成
立
の
日
）
後
に

重
要
な
財
産
の
処
分
、
重
大
な
債
務
の
負
担
そ
の
他
の
組
合
財
産
の
状
況
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
事
象
が
生

じ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
（
法
第
七
十
条
の
三
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
六
十
五
条
の
三

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
を
主
た
る
事
務
所
に
備
え
置
い
た
日
（
第
四
号
に
お
い

て
「
新
設
分
割
計
画
備
置
開
始
日
」
と
い
う
。）後
新
設
分
割
の
効
力
が
生
ず
る
日
ま
で
の
間
に
新
た
な
最
終
事

業
年
度
が
存
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
新
た
な
最
終
事
業
年
度
の
末
日
後
に
生
じ
た
事
象
の

内
容
に
限
る
。）

三

新
設
分
割
が
効
力
を
生
ず
る
日
以
後
に
お
け
る
新
設
分
割
組
合
及
び
新
設
分
割
設
立
組
合
の
債
務
の
履
行
の
見

込
み
に
関
す
る
事
項

四

新
設
分
割
計
画
備
置
開
始
日
後
新
設
分
割
が
効
力
を
生
ず
る
日
ま
で
の
間
に
、
前
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更

が
生
じ
た
と
き
は
、
変
更
後
の
当
該
事
項

第
二
百
十
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
新
設
分
割
組
合
及
び
新
設
分
割
設
立
組
合
の
事
後
開
示
事
項
）

第
二
百
十
条
の
二

法
第
七
十
条
の
三
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定

す
る
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

新
設
分
割
が
効
力
を
生
じ
た
日

二

新
設
分
割
組
合
に
お
け
る
法
第
七
十
条
の
三
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
九
条
並
び
に

第
五
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過


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